
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性
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・地域の実情に精通した市町村の取組の支援を通じて、各地域の様々な課題に応じた森林づくりの取組を促進
・森林の有する多面的機能の役割、森林税を活用した森林づくりの重要性等について、県民等の理解が深まり、森林づくりへの参加・協力が促
進
・里山整備利用地域の取組への支援を通じて、自立的かつ持続的な森林管理体制が構築され、里山の整備・利活用を促進
・観光地のビューポイント等において地域の景観を良くするための森林整備を支援することで、観光地等の魅力向上が図られる。
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林務部 課・室

【現状】

・県内の森林は構成する樹種が多様であり、地域によって森林・林業に関する課題は様々なため、地域固有の課題に市町村が独自性と創意工
夫を持って取り組む事業への支援は不可欠
・県民の皆様により森林づくりを支えていただくためには、森林づくりの重要性を御理解いただけるよう、県による広報活動と第三者による事業検
証を行うことが必要
・次世代に健全な形で森林を引き継ぐため、自立的かつ持続的な森林管理体制の構築が求められている。
・本県が目指す世界水準の山岳高原リゾート構築を図るためには、豊かな森林資源を活かした観光地の魅力向上が不可欠

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

①付加価値を高め、経済成長を実現 ④インバウンド需要を取り込み観光消費額を増加

～ E-mail rinsei@pref.nagano.lg.jp

森林政策課

実施期間

10 01 01 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

R3年度
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179,784

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］

みんなで支える森林づくり事業
部局
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（参考指標）
推進支援金事業実施市町村
（市町村）

市町村 77 77

事　業　名

43.6

H30

事業番号

総合的に展開
する重点政策

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進 3-2 世界を魅了するしあわせ観光地域づくり

【実施内容】

里山整備利用地域の取組に対する支援、観光地の森林景観整備、県による広報・普及啓発、県民会議の開催　など

事業の現状・
目指す姿

（予算編成時）
及び実施内容
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目標値

0

186,815

R3年度

5,000

R2年度

0

190,158

No 成果指標
単
位

R1年度

成果指標
及び目標値
の設定理由

102

未実施

77→

1

森林税の使途の認知度（%） ％

今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

・第３期森林税について、５年間の４年目が経過し、目標達成が難しい
取組がある一方で、観光地の森林景観整備など地域のニーズが高く、
要望に応えきれていない事業もある状況

・森林税及びその認知度は、若年層世代が低い傾向にあることから、若
年層世代が多く触れたり目にする媒体を活用した広報が必要

・第３期森林税を活用した取組の成果と課題について整理、検証を
行っていく。

・引き続き、動画共有サイトやSNS等デジタル媒体を活用した広報を展
開していく。

主な取組

✓ 地域の課題に応じた森林づくりの取組を支援
・市町村が地域の課題解決をするために行う野生鳥獣被害対策としての緩衝帯整備や松くい虫対策などの取組を支援

✓ デジタル媒体を活用した広報活動を推進
・動画共有サイトのインストリーム広告を活用した広報を実施し、若年層だけでなく幅広い世代へ森林税及びその認知度の向上を図った。

✓ 地域で取り組む里山利用や森林整備による景観の向上による観光地の魅力向上を促進
・里山整備利用地域の認定のポイント、地域協議会の設立、地域活動の計画等について助言を実施
・森林を活用した教育活動や薪の生産等の地域活動を支援
・県内の主要観光地周辺や高速道路沿線で景観を損ねている森林を整備し、観光地等の魅力向上を促進

1.地域住民の協働による里山の多面的な利活用を把握するための指標

2.森林の役割や森林づくりの重要性等について県民の理解の度合いを把握するための指標

3.独自性と創意工夫により市町村が行う取組を支援するため、全市町村での取組を目標として設定

4.

達成状況
の分析

5.

1.地域をまとめる人材の発掘及び住民等で構成される協議会の設立に時間を要したことにより、目標の達成に至らなかった。

5.

2.アンケート内容を見直し、R4年度に実施することとしたためR３年度は未実施

3.全ての市町村で各地域の様々な課題に応じた独自の取り組みが行われた結果、目標を達成した。

4.
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1
地域林政支援活動業務事務
員

事業番号 細事業一覧 （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 課・室 森林政策課

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

1

細事業
No.

4
観光地等魅力向上森林景観
整備事業

2

補助金1 森林づくり推進支援金
県内77市町村が行う、地域の課題解決に向けた森林づくりの取組を支援
【補助件数77件、補助総額89,238千円】

各地域の情報誌、ケーブルテレビ、動画共有サイト等で森林税に関する広報を実施
【事業費：7,062千円】

直接

2

細事業
No.

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

地域林政支援活動業務事務員
7,105 10,604 11,714

千円 千円 千円

県内の観光地で、懸案となっていた景観の改善・回復のための森林整備を支援
【補助件数24件、補助総額34,997千円】

補助金

2
みんなで支える森林づくり推
進事業

3
里山整備利用地域活動推進
事業

地域住民等で構成される協議会に対して、里山整備利用地域における森林を活用し
た地域活動を支援
【補助件数66件、補助総額44,820千円】

補助金

実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

直接

No. 細事業を構成する主な取組

・森林整備実施箇所の事業体との調整・管理
・森林整備の調査補助
・里山整備利用地域の認定及び地域活動への指導、助言　等

3

細事業名

みんなで支える森林づくり事業

みんなで支える森林づくり事業 部局 林務部

R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

168,795 181,366 174,701

千円千円千円


